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【
う
ら
へ
続
く
】

　

春
闘
要
求
を
提
出
。「
月

例
賃
金
の
４
０
０
０
円

（
平
均
）改
善
要
求
だ
」「
キ

ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
同
等

の
改
善
を
求
め
た
」「
今

年
こ
そ
満
額
獲
得
で
頑
張

っ
て
も
ら
い
た
い
」「
ス

ト
批
准
投
票
が
始
ま
っ

た
」「
会
社
は
経
営
状
況

は
順
調
だ
が
、
楽
観
視
で

き
る
状
況
で
は
な
い
と
の

回
答
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
自
社
株
買
い
を

決
定
（
21
日
）。「
１
５
０

０
億
円
で
３
１
０
０
万
株

ま
で
買
う
計
画
だ
」「
株

主
還
元
は
熱
心
だ
。
社
員

へ
の
還
元
も
経
営
者
の
責

任
、
忘
れ
な
い
で
も
ら
い

た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

裁
量
労
働
制
デ
ー
タ

ね
つ
造
問
題
。「
条
件
の

違
う
デ
ー
タ
で
無
理
に
作

っ
た
」「
不
適
切
な
デ
ー

タ
が
新
た
に
１
１
７
件
も

見
つ
か
っ
た
」「
加
藤
厚

労
相
が
な
い
と
答
弁
し
て

い
た
調
査
票
の
原
本
も
見

つ
か
っ
た
」「
厚
労
相
の

進
退
問
題
に
関
わ
る
問
題

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
「
核

態
勢
見
直
し
」（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）

に
よ
り
、
日
本
へ
の
核
持

ち
込
み
の
危
険
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

日
米
両
政
府
は
１
９
６

０
年
の
日
米
安
保
改
定
の

際
、
核
持
ち
込
み
密
約
を

結
ん
で
い
ま
し
た
が
、
歴

代
政
権
は
〝
米
国
が
艦
船

や
航
空
機
か
ら
核
兵
器
を

撤
去
す
る
方
針
な
の
で
、

持
ち
込
み
は
想
定
さ
れ
て

い
な
い
〞
と
説
明
し
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
Ｎ
Ｐ

Ｒ
は
「
必
要
な
場
合
Ｄ
Ｃ

Ａ
（
核
攻
撃
可
能
な
米
軍

機
）
と
核
兵
器
を
北
東
ア

ジ
ア
な
ど
に
配
備
す
る
能

力
を
持
っ
て
い
る
」
と
明

記
し
て
い
ま
す
。

　

共
産
党
の
藤
野
議
員
は

14
日
、
Ｆ
35
Ａ
戦
闘
機
が

嘉
手
納
基
地
に
暫
定
配
備

さ
れ
て
い
る
、
核
巡
航
ミ

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
新
核
戦
略

日
本
へ
の
核
持
込
み
の
危
険
拡
大

　
　
　

日
本
共
産
党
が
国
会
追
及

サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」

に
代
わ
る
新
巡
航
ミ
サ
イ

ル
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
、「
核
が
持
ち

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
」

と
た
だ
し
ま
し
た
。
安
倍

首
相
は
、
米
の
戦
略
の
変

更
に
よ
り
「（
核
兵
器
撤

去
の
）前
提
が
変
わ
っ
た
」

と
認
め
る
重
大
答
弁
。
一

方
、
非
核
三
原
則
が
あ
る

の
で
「
核
持
ち
込
み
は
想

定
さ
れ
な
い
」
と
強
弁
し

ま
し
た
。藤
野
議
員
は「
密

約
は
今
も
廃
棄
さ
れ
て
い

な
い
」「
核
持
ち
込
み
の

危
険
が
現
実
に
な
っ
て
い

る
」
と
述
べ
、
政
府
の
姿

勢
を
改
め
る
よ
う
強
く
求

め
ま
し
た
。

　
「
２
０
１
８
年
３
・
１

ビ
キ
ニ
デ
ー
」
諸
行
事
が

２
月
27
日
か
ら
３
月
１
日

ま
で
、
静
岡
県
静
岡
市
と

焼
津
市
で
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
テ
ー
マ
は
、「
核
兵

器
禁
止
条
約
を
力
に
、
核

兵
器
の
な
い
世
界
、
非
核

平
和
の
日
本
の
実
現
を
」

で
す
。

　
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
の
共
同
を
さ
ら
に
広

げ
る
活
動
な
ど
に
つ
い
て

交
流
。
六
つ
の
分
科
会
に

加
え
、
特
別
企
画
と
し
て

北
朝
鮮
問
題
を
考
え
、
非

核
平
和
の
ア
ジ
ア
を
め
ざ

す
パ
ネ
ル
討
論
を
設
け
ま

す
。

（
注
）
１
９
５
４
年
３
月

１
日
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
日

本
の
漁
船
が
ア
メ
リ
カ
の

水
爆
実
験
で
死
の
灰
を
あ

び
た
。

3・1ビキニデー

　運動発展へ多彩な企画

だ
」「
過
労
死
遺
族
の
会

が
、
新
た
な
過
労
死
を
生

み
出
す
と
、
裁
量
労
働
制

拡
大
反
対
を
訴
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

平
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン昌
五
輪
。「
小
平
選

手
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

５
０
０
㍍
の
五
輪
新
で
の

金
は
素
晴
ら
し
い
」「
韓

国
の
季イ
サ
ン
フ
ァ

相
花
選
手
と
の

心
の
友
、
ラ
イ
バ
ル
関
係

に
は
感
動
し
た
」「
女
子

パ
シ
ュ
ー
ト
の
金
も
立
派

だ
」「
決
勝
の
オ
ラ
ン
ダ

戦
は
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ

で
興
奮
し
た
」「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
勝
利
だ
」「
カ

ー
リ
ン
グ
の
面
白
さ
、
奥

深
さ
を
実
感
し
た
」「
お

や
つ
タ
イ
ム
が
あ
る
の
を

初
め
て
知
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ 

Ｒ
＆
Ｄ
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
22
、23
日
）。「
体

験
型
の
展
示
が
多
か
っ

た
」「
将
棋
の
羽
生
善
治

氏
が
特
別
講
演
し
た
」「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
関
係
は
１
号

館
の
フ
ロ
ア
ー
を
使
っ
て

展
示
し
て
い
た
」「
22
日
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

東京電力福島第一原発事故から７年
原発ゼロの未来へ　福島とともに
No Nukes ３・４全国集会

は
３
９
０
０
人
の
参
加
で

盛
況
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

朝
日
杯
将
棋
オ
ー
プ

ン
戦
。
藤
井
聡
太
五
段
が

プ
ロ
と
し
て
初
優
勝
（
17

日
）。「
準
決
勝
で
羽
生
善

治
竜
王
を
破
り
、
決
勝
で

は
広
瀬
章
人
八
段
に
完
勝

を
楽
し
む
小
・
中
学
生
が

増
え
た
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

俳
人
の
金
子
兜と
う
た太
さ
ん

が
亡
く
な
る
（
98
歳
、
20

日
）。「『
ア
ベ
政
治
を
許

さ
な
い
』
を
揮き
ご
う毫
し
た
人

だ
」「
長
年
、
東
京
新
聞

の
「
平
和
の
俳
句
」
の
選

者
を
務
め
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
気
象
協
会
が
花

粉
飛
散
予
測
を
公
表
（
17

日
）。「
関
東
の
一
部
で
既

に
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
が
始

ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
」

日
）。「
消
防
車
が
い
っ
ぱ

い
で
驚
い
た
」「
市
役
所

前
か
ら
通
研
に
入
る
道
路

は
車
の
通
行
が
で
き
な
く

な
っ
た
」「
Ｒ
＆
Ｄ
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
参
加
者
が
び
っ

く
り
し
て
い
た
」

    

×　
　
　
　

×

　

各
地
で
梅
ま
つ
り
。「
湯

島
天
神
は
３
月
８
日
ま

で
、
見
頃
は
２
月
末
頃
と

か
」「
神
代
植
物
公
園
や

世
田
谷
・
羽
根
木
公
園
は

３
月
４
日
ま
で
」

３月４日（日）13：00～ 14：15
日比谷野外音楽堂
銀座パレード 14：30～ 16：00
主催：原発をなくす全国連絡会

　

防
衛
装
備
庁
は
、
米
英

仏
独
な
ど
６
カ
国
を
対
象

と
し
て
、
民
生
技
術
を
軍

事
転
用
す
る
制
度
や
民
間

へ
の
資
金
供
給
制
度
を
調

査
・
分
析
す
る
役
務
を
昨

年
７
月
に
入
札
に
か
け
ま

し
た
。
こ
れ
に
国
立
大
学

の
政
策
研
究
大
学
院
大
学

（
政
策
研
究
院
）
の
み
が

参
加
し
て
落
札
、
調
査
を

進
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
大
学

側
の
責
任
者
は
内
閣
府
本

部
参
与
の
肩
書
を
も
つ
角

南
篤
副
学
長
。
客
員
研
究

員
に
元
三
菱
重
工
顧
問
の

民
生
技
術
を
軍
事
転
用
す
る
調
査
委
託

　

政
策
研
究
院
が
落
札　

責
任
者
は
内
閣
府
参
与

　

科
学
を
軍
事
化
す
る
新
た
な
仕
掛
け

西
山
淳
一
氏
や
入
札
時
の

装
備
庁
長
官
で
あ
っ
た
渡

辺
秀
明
氏
。
と
も
に
官
邸

に
近
い
人
物
で
す
。

　

日
本
学
術
会
議
は
昨

年
３
月
、
過
去
の
侵
略
戦

争
に
科
学
者
が
協
力
し
た

反
省
か
ら
「
戦
争
を
目
的

と
す
る
科
学
の
研
究
は
絶

対
に
こ
れ
を
行
わ
な
い
」

（
１
９
５
０
年
）、「
軍
事

目
的
の
た
め
の
科
学
研

究
を
行
わ
な
い
」（
67
年
）

と
誓
っ
た
二
つ
の
声
明
を

継
承
す
る
声
明
を
発
表
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
装
備
庁
に
よ
る

政
策
研
究
院
へ
の
役
務
委

託
は
、
学
術
会
議
の
声
明

を
破
壊
し
、
科
学
を
軍
事

化
す
る
新
た
な
危
険
な
仕

掛
け
で
す
。

「
昨
年
に
比
べ
花
粉
の
飛

散
量
は
多
い
よ
う
だ
」「
く

し
ゃ
み
や
目
の
か
ゆ
み
、

　

ア
メ
リ
カ
の
ウ
エ
ス

チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
を
買
収

し
、原
発
建
設
で
大
損
害
。

東
芝
は
存
立
の
危
機
に
陥

り
ま
し
た
。

　

日
立
の
原
発
輸
出
。

２
０
１
２
年
に
イ
ギ
リ
ス

の
原
子
力
子
会
社
ホ
ラ
イ

ズ
ン
・
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・

パ
ワ
ー
を
買
収
。
そ
し
て

原
発
輸
出
計
画
。
ま
る
で

東
芝
の
ケ
ー
ス
と
そ
っ
く

り
で
、
二
の
舞
の
危
険
。

　

唯
一
違
う
の
は
日
立
の

資
金
調
達
融
資
に
日
本
政

府
が
全
額
出
資
す
る
日
本

貿
易
保
険
が
１
０
０
％
保

証
、
大
損
失
は
日
本
の
国

民
に
回
す
こ
と
。
後
押
す

る
安
倍
首
相
、許
せ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

日
立
の
原
発
輸
出
は

　

東
芝
の
二
の
舞
？

大
損
失
は
国
民
ま
わ
し

否
さ
れ
た
事
例
や
、
雇
い

止
め
を
懸
念
す
る
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
。

「
脱
法
的
な
雇
い
止
め
は

大
臣
の
責
任
も
問
わ
れ

る
。
予
算
措
置
も
含
め
て

対
応
す
べ
き
だ
」
と
各
法

人
へ
の
指
導
を
求
め
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
国
会
議
員

団
は
16
日
、
４
月
か
ら
無

期
転
換
権
が
発
生
す
る
の

を
前
に
、
独
立
行
政
法
人

の
対
応
状
況
に
つ
い
て
所

管
す
る
総
務
、
外
務
、
文

部
科
学
な
ど
の
８
省
へ
の

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

田
村
智
子
副
委
員
長

は
、
海
洋
研
究
開
発
機
構

な
ど
の
職
員
が
無
期
転
換

を
申
し
込
ん
だ
も
の
の
拒

日本共産党

無期転換逃れで指導要請

　独立行政法人への対応ただす

し
た
」「
五
段
か
ら
わ
ず

か
半
月
で
の
六
段
昇
段
は

す
ご
い
」「
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
も
爽
や
か
だ
」「
将
棋

命
の
危
険

米
軍
の
燃
料
タ
ン
ク
投
棄

　

オ
ス
プ
レ
イ
な
ど
米

軍
機
の
事
故
が
後
を
絶

た
な
い
。
20
日
、
米
軍
三

沢
基
地
の
Ｆ
16
戦
闘
機
が

エ
ン
ジ
ン
火
災
で
補
助
燃

料
タ
ン
ク
２
本
を
湖
に
投

棄
。
落
下
し
た
タ
ン
ク
の

２
０
０
㍍
先
で
は
漁
船
が

シ
ジ
ミ
漁
を
し
て
い
た
。

　

地
元
漁
協
組
合
長
が

「
謝
罪
の
一
言
す
ら
全
く

な
い
。（
組
合
員
の
）
命

が
と
ら
れ
る
間
際
ま
で
や

ら
れ
た
の
に
」
と
抗
議
の

涙
を
流
し
て
い
た
。
米
軍

は
事
故
後
も
訓
練
を
続
け

て
い
る
。
傍
若
無
人
を
続

け
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。  　
　
　

  

（
Ｓ
）

  

鼻
水
と
こ
の
時
期
は
憂
う

つ
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

武
蔵
野
市
役
所
前
の

ゴ
ミ
焼
却
施
設
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
火
災
（
22


